
         平成２５年度第６回資源化学研究所教授会議事要録 

 

日 時：平成２５年１０月１６日（水）１３：５５～１５：１０ 

 

出席者：穐田所長，福島，西山，中村，山口，上田，山元，彌田，久堀の各教授 

    小泉，今村，宍戸，谷口，酒井，関，吉沢，長井，若林の各准教授 

    石谷，田巻の各講師 

 

配付資料 

１．平成２５年度第１０回部局長等会議議題（９月２０日（金）開催） 

  ２-1．国立大学法人東京工業大学教育改革推進本部基本構想会議構成員名簿 

  ２-2．国立大学法人東京工業大学教育改革推進本部作業部会部会長及び部会員名簿 

   ３．平成２７年度東京工業大学概算要求スケジュール（案）について 

   ４．東工大公式 Web サイト WWW.titech.ac.jp2013 年 10 月 1 日午前 10 時リニューアルオープン 

   ５．平成２５年度第１１回部局長等会議議題（１０月４日（金）開催） 

  ６-1．国立大学法人東京工業大学情報セキュリティーポリシー（平成２５年９月改訂） 

  ６-2．学内セキュリティ・インシデント［2013．4 月～9 月］ 

  ６-3．全学一斉Ｗｅｂサーバ再調査のお願い 

   ７．World University Rankings 2013-2014 

  ８-1．部局における海外オフィス設置状況 

  ８-2．部局等が設置する東工大海外オフィスの取り扱いについて 

  ８-3．東工大東南台蘇州資源化学研究所オフィスの開設について 

   ９．国際的な共同研究推進のための派遣・招へい支援プログラム 公募資料 

  １０．第１８回大岡山蔵前ゼミポスター 

  １１．平成２５年度第６回教育研究評議会議題（１０月４日（金）開催） 

  １２．総合プロジェクト支援センター規則改正のポイント 

  １３．国立大学法人東京工業大学と北里大学との間における連携協力に関する協定書（案） 

  １４．平成２６年度学部・大学院授業日程（案） 

  １５．平成２５年度第１回～第３回基本構想会議議事要録 

  １６．平成２６年度学部編入学試験（一般入試）合格者数等 

  １７．スポーツ講座２０１３（第２回）チラシ 

  １８．平成２５年度第７回５部局長懇談会議題（１０月４日（金）開催） 

  １９．ヘリウム回収・圧縮・液化設備導入に係る工程表 

  ２０．すずかけ台地区ヘリウム回収設備に係る運営準備会の設置について（案） 

  ２１．すずかけ台地区環境整備計画（整備費概算）修正 

  ２２．研究生（国費）の退学について 

  ２３．平成２５年度非常勤講師（講演講師）候補者名簿 

 ２４-1．2013.10.11 キャンパス交流フォーラムⅡ報告書 

 ２４-2．キャンパス交流フォーラムⅡ写真 

 

回収資料 審議事項２関係回収資料１ 選考結果報告書及び履歴・業績調書 

     資料２２関係回収資料２ 退学願（研究生） 

     

机上配付資料 資源化学研究所ＨＰ トップページデザイン（案） 

 

参考資料 教員の海外渡航について 

  

○定足数の確認 

 現在員２７名，公務出張等７名，定足数１４名に対し，出席者２０名で教授会成立 

 



議事に先立ち，９月１日着任の中村教授から挨拶があった。 

 

○議事要録の確認 

 平成２５年度第５回資源化学研究所教授会議事要録（案）承認 

  

議事要旨 

１．報告事項 

（１）部局長等会議（９月２０日（金），１０月４日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について，概要説明があった。 

・資料２に基づき，教育改革推進本部基本構想会議の構成員及び作業部会のメンバーについて，

説明があった。 

・資料３に基づき，平成２７年度の概算要求スケジュールについて，説明があった。 

・資料４に基づき，１０月１日から東工大公式Ｗｅｂサイトがリニューアルオープンしたこと

について，説明があった。 

   ・資料６に基づき，東工大の情報セキュリティーポリシーの改訂と学内で起きたセキュリティ

インシデントについての説明及び全学一斉Ｗｅｂサーバの再調査について，改めて周知があっ

た。 

   ・資料７に基づき，東工大の世界順位について，説明があった。 

   ・資料８に基づき，部局における海外オフィス設置状況と資源研が働きかけて設置した東工大

東南大蘇州資源化学研究所オフィスについて，説明があった。 

   ・資料９に基づき，平成２５年度文部科学省補助事業「研究大学強化促進事業」である本プロ

グラムの公募について，説明があった。 

   ・資料１０に基づき，第１８回大岡山蔵前ゼミの案内があった。 

             

（２）教育研究評議会（１０月４日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について概要説明があった。 

   ・資料１２に基づき，総合プロジェクト支援センター規則の改正のポイントについて，説明が 

あった。 

・資料１３に基づき，東工大と北里大学との連携協力に関することについて，説明があった。 

・資料１４に基づき，平成２６年度の学部・大学院授業日程の案について，説明があった。 

   ・資料１５に基づき，東工大の教育改革について審議を行う基本構想会議の議事内容につい

て，説明があった。 

   ・資料１６に基づき，平成２５年１０月及び平成２６年４月入学の学部編入学試験他の結果

について，説明があった。 

   ・資料１７に基づき，スポーツ講座 2013 の第２回は，すずかけホールの多目的ホールで講演

会が開催される旨の案内があった。 

          

（３）５部局長懇談会（１０月４日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について概要説明があった。 

   ・資料１９に基づき，すずかけ台地区ヘリウムガス回収・圧縮・液化設備の導入に係る工程表

について，説明があった。 

   ・資料２０に基づき，すずかけ台地区ヘリウムガス回収設備に係る運営準備会の設置について， 

説明があった。 

   ・資料２１に基づき，すずかけ台環境整備計画における，各部局で負担する整備費の案につ 

いて，説明があった。 

   

（４）「物質・デバイス領域共同研究拠点」関係 

    小坂田教授が欠席のため，以下について，所長から説明があった。 

１）来年度の一般研究の応募数は本年度と同等かそれ以上を目指すので，各受入教員には， 

関連の共同研究者への働きかけをお願いしたい。 



２）来年度の共同研究の申込みは，年園より１ヶ月早く，１１月に公募開始，１２月半ばに公 

募が締め切られるので，あわただしいスケジュールになる。 

３）本年度の共同研究費の予算について，共同研究者へ早めの執行の通知をお願いしたい。 

    

（５）アライアンス関係等 

    所長から，１１月２５日・２６日に東北大学片平キャンパスで開催される予定の第１回アラ 

イアンス若手交流会の概要について，説明があった。 

 

（６）その他 

   １）資源研ＨＰのトップページリニューアル案について 

    関准教授から，机上配付資料に基づき，資源研ＨＰのトップページリニューアル案につい 

て，説明があった。出された意見をもとにもう一度数案を作成し，改めて意見を伺うことに

した。 

 

２．審議事項 

（１）合成化学部門助教選考委員会の設置について 

   所長から，関係教員３名から，標記部門の助教選考委員会の設置の願い出があったことの説

明があり，審議の結果，設置を承認した。また，選考委員に福島教授，西山教授，中村教授，

穐田教授の４名が選出され，併せて承認された。 

 

（２）プロジェクト教員の採用及び特任准教授の称号付与について 

   所長から，回収資料１に基づき，附置研究所間アライアンスによるナノとマクロをつなぐ物

質・デバイスシステム創製戦略プロジェクト特任准教授選考委員会における，選考の経緯につ

いて，概要の説明があり，審議の結果，採用について承認された。 

   また，特任准教授の称号付与について，事前に理事・副学長との協議済みであることの説明

があり，可否投票の結果，特任准教授の称号付与についても承認された。 

 

（３）研究生（国費）の退学について 

   所長及び山口教授から，資料２２及び回収資料２に基づき，本学大学院進学である旨の経緯

について説明があり，審議の結果，承認された。 

 

（４）非常勤講師候補者（講演講師）について 

   所長から，資料２３に基づき説明があり審議の結果，承認された。 

    

３．その他 

（１）キャンパス交流フォーラム２CEF2013＠CRL の開催について 

   彌田教授から，資料２４に基づき，10 月 11 日開催されたフォーラム及び懇親会について報告 

があった。 

 

（２）教員の海外渡航について 

   参考資料により，所内の教員の海外渡航状況を確認した。 

 

（３）間接経費について 

   研究所の整備等でなにかあれば，提案して欲しい旨の説明があった。 

 

（４）「夏の学校」の参加について 

   所長から，応セラ研とともに，資源研にも夏の学校の参加要請が来ている旨の説明があった。

                                    

                                    以 上 


